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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 10月 7日 (2005.10.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 1筐 体 と 第 2筐 体 と を 有 し て お り 、 前 記 第 1筐 体 は 第 1表 示 部 を 有 し 、 前 記 第 2筐 体 は 第 2表
示 部 と 操 作 部 を 有 し 、

こ と を 特 徴 と す る 携 帯 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】

こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 1筐 体 は 第 1連 結 部 を 有 し 、 前 記 第 2筐 体 は 第 2連 結 部 を 有 し 、
前 記 第 1連 結 部 と 前 記 第 2連 結 部 は 互 い に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 1 に 記 載 の 携 帯 通 信 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 1筐 体 と 前 記 第 2筐 体 と が 折 り 畳 み 可 能 に 接 合 さ れ て い る こ と

前 記 第 1表 示 部 と 前 記 第 2表 示 部 を 同 時 に 見 る こ と が で き る 第 1の 使 用 状 態 と す る こ と が で
き る よ う に 、 前 記 第 1筐 体 と 前 記 第 2筐 体 の 位 置 関 係 を 可 変 に 連 結 す る 連 結 部 を 有 し 、
前 記 連 結 部 は 、 第 1筐 体 と 第 2筐 体 を 互 い に 回 転 さ せ て 前 記 第 1の 使 用 状 態 と す る こ と が 可
能 で あ る

前 記 連 結 部 は 、 前 記 第 1の 使 用 状 態 、 お よ び 前 記 第 1表 示 部 と 前 記 操 作 部 を 同 時 に 見 る こ と
が で き る 第 2の 使 用 状 態 の そ れ ぞ れ の 使 用 状 態 と す る こ と が で き る よ う に 、 前 記 第 1筐 体 と
前 記 第 2筐 体 の 位 置 関 係 を 可 変 に 連 結 し て お り 、
更 に 前 記 連 結 部 は 、 前 記 第 1の 使 用 状 態 か ら 前 記 第 2の 使 用 状 態 へ 、 ま た は 前 記 第 2の 使 用
状 態 か ら 前 記 第 1の 使 用 状 態 へ 変 更 す る と き 、 第 1筐 体 と 第 2筐 体 を 互 い に 回 転 さ せ る

ま た は 請 求 項 ２



を 特 徴 と す る 、 請 求 項 1 に 記 載 の 携 帯 通 信 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 携 帯 通 信 装 置 は 、 少 な く と も 第 1表 示 部 を 有 す る 第 1筐 体 と 、 第 2表 示 部 と 操 作
部 を 備 え た 第 2筐 体 と を 有 し 、

上 記 の よ う な 構 成 と す る こ と に よ
り 、 必 要 な と き に 複 数 の 画 面 を 表 示 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。 こ の た め 、 表 示 が 見
易 く な り 、 装 置 の 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 携 帯 通 信 装 置 は 、 上 記 に 加 え て 以 下 の よ う な 構 成 と す る こ と が で き る 。
・

こ の こ と に よ り 、 複 数 の 画 面 表
示 が 必 要 で な い と き は 、 第 1表 示 部 を 見 な が ら 各 種 操 作 を 行 う こ と が で き 、 複 数 画 面 優 先
か 操 作 優 先 か を 適 宜 選 択 し て 使 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
・ 第 1筐 体 は 第 1連 結 部 を 有 し 、 第 2筐 体 は 第 2連 結 部 を 有 し 、 前 記 第 1連 結 部 と 前 記 第 2連 結
部 は 互 い に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 小 さ な 動 作 で 簡 単 に 第 １
筐 体 と 第 ２ 筐 体 の 位 置 関 係 を 変 更 す る こ と が で き る よ う に な る 。
・ 第 1筐 体 と 第 2筐 体 と が 折 り 畳 み 可 能 に 接 合 さ れ て い る 。 携 帯 通 信 装 置 の 未 使 用 時 に こ の
よ う に す る と 、 省 ス ペ ー ス 化 さ れ る の で 携 帯 時 に 嵩 張 ら な い 。 ま た 、 第 1ま た は 第 2表 示 部
が 表 を 向 く よ う に 折 り 畳 め ば 、 次 回 使 用 し よ う と す る と き に 、 事 前 に 情 報 、 例 え ば 情 報 発
信 源 （ 電 話 の 発 信 者 、 メ ー ル の 送 り 主 等 ） な ど を 、 専 用 の 表 示 部 を 別 途 設 け る こ と な く 確
認 す る こ と が で き る と い う 利 点 を 有 す る 。
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か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か

前 記 第 1表 示 部 と 前 記 第 2表 示 部 を 同 時 に 見 る こ と が で き る
第 1の 使 用 状 態 と す る こ と が で き る よ う に 、 前 記 第 1筐 体 と 前 記 第 2筐 体 の 位 置 関 係 を 可 変
に 連 結 す る 連 結 部 を 有 し 、 前 記 連 結 部 は 、 第 1筐 体 と 第 2筐 体 を 互 い に 回 転 さ せ て 前 記 第 1
の 使 用 状 態 と す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

前 記 連 結 部 は 、 前 記 第 1の 使 用 状 態 、 お よ び 前 記 第 1表 示 部 と 前 記 操 作 部 を 同 時 に 見 る こ
と が で き る 第 2の 使 用 状 態 の そ れ ぞ れ の 使 用 状 態 と す る こ と が で き る よ う に 、 前 記 第 1筐 体
と 前 記 第 2筐 体 の 位 置 関 係 を 可 変 に 連 結 し て お り 、 更 に 前 記 連 結 部 は 、 前 記 第 1の 使 用 状 態
か ら 前 記 第 2の 使 用 状 態 へ 、 ま た は 前 記 第 2の 使 用 状 態 か ら 前 記 第 1の 使 用 状 態 へ 変 更 す る
と き 、 第 1筐 体 と 第 2筐 体 を 互 い に 回 転 さ せ る も の で あ る 。
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